
宅
療
養
者
で
も
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
メ
ー
ル
送

信
は
送
る
患
者
の
該
当
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
送
信
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
。
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
、

定
型
文
ご
と
に
設
定
し
て
い
る
。

問
診
用
フ
ォ
ー
ム
の
配
信
の
ほ
か
、

回
答
か
ら
経
過
観
察
で
問
題
な
さ
そ
う

な
方
に
は
、「
ご
回
答
は
見
て
い
ま
す
。

療
養
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
何
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
者
増
の
波
の
た
び
、
自
宅
療
養
者
の

数
も
増
加
し
た
。
た
だ
、
自
宅
療
養
者

の
フ
ォ
ロ
ー
に
関
し
て
、
私
は
第
４
波

ご
ろ
か
ら
い
く
つ
か
課
題
を
感
じ
て
い

た
。
一
つ
は
、
感
染
者
の
急
増
で
各
地

の
保
健
所
が
機
能
不
全
に
陥
り
、
自
宅

療
養
者
の
健
康
観
察
や
フ
ォ
ロ
ー
が
十

分
と
は
言
え
な
か
っ
た
こ
と
。こ
れ
は
、

町
の
診
療
所
や
か
か
り
つ
け
医
が
そ
の

あ
れ
ば
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」、

ま
た
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る

回
答
の
方
に
は
、「
ご
回
答
は
見
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
電
話
す
る
の
で
今

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
」と
い
う

定
型
文
を
、そ
れ
ぞ
れ
用
意
し
て
い
る
。

診
療
所
は
逐
一
メ
ー
ル
文
を
入
力
ま

た
は
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
す
る
手
間
が

な
く
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
診
療

所
か
ら
返
信
が
あ
る
こ
と
で「
ち
ゃ
ん

と
見
て
く
れ
て
い
る
」と
い
う
安
心
感

に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
回
答

内
容
も
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
自
動
反

映
・
管
理
で
き
る
た
め
す
ぐ
に
確
認
で

き
る
ほ
か
、
連
携
す
る
医
療
機
関
や
介

護
施
設
、
あ
る
い
は
保
健
所
と
の
速
や

か
な
情
報
共
有
も
期
待
で
き
る
。

現
在
ま
で
、
当
院
が「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─
Ｓ

Ｙ
Ｓ
」で
健
康
観
察
を
行
っ
た
症
例
は

２
５
０
例
。
７
月
初
旬
以
降
か
ら
の
感

染
拡
大
の
傾
向
に
と
も
な
い
当
院
で
も

再
び
感
染
者
が
増
え
て
き
た
た
め
、
そ

の
活
躍
は
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
自
宅
療
養
中
の
急
変
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
予
防
や
救

命
に
つ
な
げ
た
実
績
が
あ
る
。
そ
の
一

例
を
紹
介
す
る
。

患
者
：
有
料
老
人
ホ
ー
ム
在
住
の
99
歳
男

性
。
気
管
支
喘
息
等
の
複
数
の
疾
患
を
罹

患
す
る
こ
と
か
ら
従
来
よ
り
在
宅
酸
素
を

使
用

内
容
：
施
設
内
の
感
染
拡
大
時
に
陽
性
と

判
明
。
施
設
所
属
看
護
師
と「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
」に
よ
る
毎
日
の
情
報
交
換
を
開

始
。
症
状
は
日
々
悪
化
し
酸
素
量
も
ア
ッ

プ
し
た
が
、
３
日
目
に
ス
テ
ロ
イ
ド
・
抗

生
剤
を
投
与
。
訪
問
診
療
と「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
」に
よ
る
情
報
交
換
を
継
続
。
そ

の
後
も
せ
き
・
た
ん
・
倦
怠
感
・
呼
吸
苦

な
ど
で
往
診
を
３
回
実
施
。
対
症
療
法
に

よ
り
回
復
、
一
命
を
と
り
と
め
た

ま
た
、今
年
４
月
末
に
利
用
者
へ
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
安
心
で

き
て
助
か
っ
た
」「
少
し
助
か
っ
た
」と

回
答
し
た
方
は
88
％
と
、
高
い
満
足
度

が
得
ら
れ
て
い
る
。＊

「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」は
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の

方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら

れ
た
無
料
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
今
夏
、

い
よ
い
よ
第
７
波
が
見
え
て
き
た
な
か
、

自
宅
療
養
者
の
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
に
担

保
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

よ
り
多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん

を
守
る
た
め
、興
味
の
あ
る
先
生
方
は
、

ぜ
ひ
、
自
院
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

フ
ォ
ロ
ー
に
加
わ
る
こ
と
で
、
強
化
可

能
だ
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、そ
れ
に
対
し
て
課
題
と
な
っ

た
の
が
、
自
宅
療
養
者
の
病
態
が
診
療

所
側
か
ら
の
把
握
が
難
し
か
っ
た
こ
と

だ
。
厚
生
労
働
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・
管
理
支
援

シ
ス
テ
ム（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
─
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）や
千
葉

県
独
自
の
感
染
者
把
握
シ
ス
テ
ム「
イ

マ
ビ
ス
」な
ど
も
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、

診
療
所
と
自
宅
療
養
者
間
の
健
康
観
察

や
情
報
共
有
に
は
適
し
て
お
ら
ず
、
結

果
と
し
て
、
自
宅
療
養
中
の
急
変
な
ど

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
共

有
し
た「
技
術
経
営
士
の
会
」の
Ｉ
Ｔ
技

術
者
と
当
院
で
共
同
開
発
し
た
の
が
、

医
療
機
関
向
け
健
康
観
察
・
見
守
り
シ

ス
テ
ム「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」だ
。

当
院
で
は
、
第
６
波
と
同
時
期
か
ら

運
用
を
開
始
し
、
急
増
し
た
自
宅
療
養

者
に
対
し
一
定
の
成
果
を
得
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
、「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」の

概
要
な
ら
び
に
、
運
用
の
成
果
・
意
義

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」は
、
基
本
的
に

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
が
提
供
す
る
ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
医
療
機
関
も

導
入
し
や
す
い
汎
用
性
の
高
さ
が
特
徴

の
一
つ
だ
。
当
院
で
は
、
次
の
よ
う
な

手
順
で
運
用
し
て
い
る
。

①�

陽
性
患
者
に「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
─
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」の
案

内
用
紙
を
配
布
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
▽
カ
ル
テ
番

号
、
▽
年
齢
、
▽
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

▽
発
症
日
、
▽
受
診
日
─
─
な
ど
の
情

報
を
入
力
し
て
も
ら
う

②�

管
理
者
の
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト「
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」に
患
者
情
報
が
自

動
的
に
反
映
さ
れ
る

③�

以
降
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
か
ら
１

日
１
回
問
診
用
フ
ォ
ー
ム
を
メ
ー
ル
で

配
信
。
患
者
の
回
答
か
ら
健
康
観
察
・

病
状
把
握
を
行
う

④�

回
答
を
確
認
後
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
か
ら
内
容
に
応
じ
た
返
信
メ
ー
ル
を

配
信
す
る
。
回
答
か
ら
重
症
化
な
ど
の

リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、
医
師
や

看
護
師
か
ら
直
接
電
話
す
る（
時
に
往

診
や
薬
剤
処
方
、
保
健
所
へ
の
連
絡
が

発
生
す
る
場
合
も
あ
る
）

な
お
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
方
々
の
ご
尽

力
で
、
最
新
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
２
・
１（
２

０
２
２
年
６
月
時
点
）で
は
、
こ
れ
ら
の

一
連
の
作
業
を
ほ
ぼ
ク
リ
ッ
ク
で
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
20
～
30
人
の
自

診
療
所
に
よ
る
自
宅
療
養
者
の

健
康
観
察
・
見
守
り
の
仕
組
み
を

メール配信システム　メール配信作業もほぼクリックで完結

回答結果　自宅療養者の回答はスプレッドシートで管理

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
健
康
観
察
が

ク
リ
ッ
ク
の
み
で
作
業
可
能

ど
う
た
れ
内
科
診
療
所
で
の

運
用
実
績
と
成
果

「DUU-SYS」に関する
情報はこちらから

●問い合わせ先●
doutare@apricot.ocn.ne.jp
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◦新型コロナ・健康観察システム「DUU-SYS」
トピックス ●新型コロナ・健康観察システム「DUU-SYS」

自宅療養者の急変などに備えた
診療所によるフォローを可能にする
コロナ禍の感染者急増とともに自宅療養者の割合も増加。その健康観察や急変時のフォローなどが課題視され
てきた。そのなかで、千葉県松戸市の医療法人社団緑星会どうたれ内科診療所の堂垂伸治院長は、有志のIT技
術者と共同開発で、診療所による自宅療養者の健康観察・フォローシステム「DUU-SYS」を運用している。

堂垂伸治
どうたれ・しんじ●1966年、東京大学入学、工学部
航空学科卒業。85年、千葉大学医学部卒業、第3内
科所属。90年、千葉西総合病院にて内科・循環器内
科医長および地域医療部長として従事。99年、どうた
れ内科診療所を開業し、現在に至る

(C) 2022 日本医療企画.




